


〈研修報告書〉 

去る８月 24日・25日、北海道石狩郡当別町に「障がい者の就労支援や生きが

いづくりの取り組み」について行政視察研修を行いましたので、報告いたします。 

当別町は、札幌市の北側に隣接する石狩振興局管内の町で、面積 422.86km²、

人口は約 15,000人の自治体です。石狩平野北部に位置し、小麦・米・大豆・花

きなど 200 種を超える農作物が栽培される農業が盛んな地域であり、農業と福

祉を結びつける農福連携の先進的な取り組みが注目されています。 

はじめに、４町歩以上の農地を有する野布瀬農園を視察いたしました。代表の

Aさんは農業未経験ながら他の農家にて１年間の修行を経て、現在はスタッフと

ともに障がいのある方々と役割を分担しながら農園全体を運営されています。

作業内容は、かぼちゃの選別・へたの除去、とうもろこしの虫食い除去、玉ねぎ

の根取り・皮むきなど、個々の特性や適性に応じて丁寧に割り振られています。

「10 のうち５しかできなくても、ここまでやってくれた」と温かく受け止める

姿勢や、当日の急な欠席にも柔軟に対応する支援体制は、障がいへの深い理解と

敬意に基づくものであり、大変感銘を受けました。農業を通じた就労機会の提供

と工賃向上への取り組みは、障がい者の経済的自立と生きがいづくりに深く寄

与するものと認識いたしました。 

続いて、就労継続支援 B型事業所として運営されるレストラン併設型施設「ぺ

こぺこのはたけ」を訪問いたしました。本施設は、行政・地域住民・障がいのあ

る方が一体となり、就労の場の確保、地域コミュニティの形成、農業とレストラ

ンの融合、という３つのコンセプトのもと設立されたものです。当別産・北海道

産野菜を活用したランチを提供するとともに、メニューは小鉢を多く取り入れ、

一人ひとりが分担して調理できるよう配慮されています。また、年間７回のイベ

ント（種まき・植花・収穫祭など）を通じ、多世代・地域との交流促進にも積極



的に取り組んでおられます。 

視察においては、脳出血による片麻痺で引きこもり状態にあった方が就労を

通じて明るさを取り戻した事例、「生きてきて楽しかったことがない」と語って

いた若者が農業を契機に社会へ踏み出した事例、若年性認知症により孤立して

いた方が就労を通じて家族との絆を回復した事例など、農福連携が生きがいの

再生と社会復帰に直結している実態を伺うことができました。 

障がいや疾病による離職者に対し、働く喜びと地域における居場所を提供す

る社会福祉法人ゆうゆうの先進的な取り組みは、藤崎町における障がい者就労

支援及び生きがいづくり施策を検討する上で、極めて有益な示唆を与えるもの

でありました。今回得た知見を議会活動に反映させ、町民サービスのさらなる向

上に努めてまいります。 

以上、報告といたします。 

 

 

民生教育常任委員会 

副委員長 千葉 孝蔵 





藤崎町議会 民生教育常任委員会 視察研修行程 

 

１日目 令和８年８月２４日（月） 

     午前１０時００分 青森空港 集合 

 

     午前１１時００分 青森空港 発 

     

     午前１１時５０分 新千歳空港 着 

 

     午後２時３０分～午後４時３０分（２時間） 

  北海道石狩郡当別町内の施設を視察 

      ・コミュニティー農園ぺこぺこのはたけ 

      ・Social Care Farm 野布瀬農園 

 

札幌市内ホテル 宿泊 

 

２日目 令和８年８月２５日（火） 

     午前 ９時００分 札幌市内ホテル 出発 

 

     午後 １時４０分 新千歳空港 発 

 

     午後 ２時２５分 青森空港 着 

 

     午後 ２時４０分 青森空港 現地解散 

 


